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200 冊におよぶ写本を悉皆調査
　現存する『出雲国風土記』の写本（約200冊）を悉皆調査した上で、全ての写本間の
系譜関係を明らかにし、研究史上初めて一体の系譜図として提示した。さらに、写本
の書誌情報や各写本間の異同を示す校合表から、写本の位置づけを読者にも確認でき
るように示した。写本の系譜を一望できる全系譜図・校合表（約100点）は八木書店
ウエブサイトで公開予定。
写本がつなぐ近世社会
　近世社会における『出雲国風土記』の写本伝写の様相を明らかにし、出雲だけではな
く、江戸、伊勢、京都、九州などに広がり、各地で書き写されたことを示した。写本
を書写したのは、公家や文人大名、儒者、神職、国学者など身分を超えて多岐にわた
り、それぞれの書写の背景を明らかにすることで、なぜ近世において『出雲国風土記』
が必要とされたのか、解き明かしていく。さらに、写本のつながりが見えることで、
人と人の文化的なつながりも明らかとなる。『出雲国風土記』は近世の人々にとって、
単なる古代の一地域の地誌ではなかったことが分かる。
文献史学の史料論・近世史・思想史・文学史・アーカイブス学に寄与
　写本間の関係や書写の背景を明らかにすることで、文献史学の史料論だけでなく、近
世史、思想史、文学史、アーカイブス学あるいは各地域史に寄与する。
書き下ろしコラムで書写した人々の小伝を収録
　各コラムでは「『出雲国風土記』を書写した人々」と題して、写本を書写した人の中
で注目される人物の小伝と風土記の関わりを述べる。
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